
撤兵要求の継続と署名のお願い

　悲しいことに、香田証生さんは 31日未明（日本時間）に惨殺死体で発見されま した。この直

接の原因は、小泉首相の「自衛隊をイラクから撤退する考えはない」 「テロに屈することはでき

ない」（27日）という無思慮で冷酷な発言にあります。 以下の声明にあるような発言をしてい

れば、このような悲劇的結末を迎えること はなかったかもしれません。 

　イラク派兵への反対論が指摘してきた通りに、遂に日本人の犠牲者が出てしま いました。同じ

ような悲劇は続いて起こる可能性があります。香田さんに続いて、 次の犠牲者を出してはなりま

せん。人命の犠牲が出てしまった以上、その根本的 な原因は派兵にあることが改めて問題とされ、

首相の責任を問い、撤兵を可能な 限り速やかに実現しなければなりません。私達は、香田さんの

冥福を祈ると共に 、その悲劇を無駄にしないために、撤兵が実現するまで撤兵要求を継続し、追

悼 の意を込めて署名を集めます。イラク撤兵を願う方は、是非署名してくださるよ うにお願い

申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１月１日 

緊急声明：邦人誘拐事件に際しての撤兵要求

　日本政府にイラク撤兵を検討するように緊急に要求します。

政党や政治家には、イラク撤兵を強く求めるように要望します。

また、マスコミにも、この要求を意識した報道を要望します。

　地球平和公共ネットワークは、イラク非戦声明・包括的非戦

声明を公表し、イラク派兵に反対してきました。派兵は決定的

違憲である上に、現在のイラクは「非戦闘地域」とは言えない

ので、イラク特措法にすら反しているからです。4月の邦人誘拐

事件に際しては、「緊急声明：邦人誘拐事件についての抗議と

要望」を公表しました。この事件は市民達の努力で幸い無事に

解放されましたが、その後さらに状況が深刻になっているにも

かかわらず派兵が続いているために、再び誘拐事件が起こって

しまいました。すぐに政府が有意味なメッセージを送らないと、

今度こそ人命犠牲が出てしまいます。

　イラク各地で武装勢力による襲撃やアメリカ軍の掃討作戦が

続き、外国人が次々と誘拐されたり殺害されたりし続けていま

す。サマワでも明らかに自衛隊を狙った砲撃が繰り返し起こっ

ており、遂に１０月２２日には陸上自衛隊宿営地にロケット弾

が着弾しました。これ以上派兵を続けていれば、自衛隊や日本

人に人的犠牲が出る危険性は極めて高くなるでしょう。この事

態は、イラク特措法に基づく「非戦闘地域」への自衛隊派遣と



いう政府の論理が決定的に破綻したことを表しています。

　誘拐事件はこの中で起きたのですから、政府は、現在のイラ

クが非戦闘地域とは言えないことを率直に認め、イラクからの

自衛隊撤退を最大限すみやかに決定しなければなりません。こ

れは、論理的には、誘拐グループの要求とは無関係の法的帰結

ですから、撤兵決定は「テロ」の脅威に屈したことにはなりま

せん。

　論理的には、自衛隊の即時撤退を決定すべきです。もしそれ

が「テロに屈する」印象を与えることが心配ならば、人命を守

るために少なくとも不撤退の態度表明をすべきではありません。

どうしても即時撤兵決定ができないならば、せめて「状況の悪

化に伴い、自衛隊の派遣延長の中止を検討する」という声明を

出すべきでしょう。これを誘拐者側に伝え、人質の犠牲を避け

るようにすべきです。既に自衛隊宿営地へのロケット弾着弾が

起こっていますから、これを理由としてあげれば、「誘拐者の

要求に応じる撤兵」という批判を避けることが可能です。この

ような声明を出すことにより、今回の人質の解放を実現すべき

です。

　そして、１２月１４日に自衛隊派遣の期限が切れるので、派

兵を延長せずに遅くともそこで撤兵を断行すべきです。こうす

れば、人命の犠牲を回避し、違憲で違法な派兵による被害を最

小限に抑えることができるでしょう。

　日本政府が自国民やイラクの人々の生命を尊重し、撤兵に向

けて可能な限り速やかに行動することを強く要求します。

　　　　　　2004年 10月 31日

　　　　　　　　地球平和公共ネットワーク

※イラクからの撤兵要求は、人質事件とは論理的には関わりが

ないので、事件の展開とは関わりなく、派兵が撤回されるまで

継続します。人質の生命に万一のことがあった場合には、その

根本的な原因は派兵にあることが改めて追求されなければなり

ません（文責　小林）。 
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　　民連絡会）、千葉眞（国際基督教大学）、田島隆(ひとミュージ

　　アム館長)、西田清志（足の裏で憲法第９条を考える会）、久松

　　重光（「派兵は決定的違憲」市民訴訟の会・山梨）、平野慶次

　　（日本ホリスティック教育協会）、平山基生（沖縄などから米軍
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　内閣総理大臣　小泉純一郎　殿

　私は、２００４年１０月３１日の、「平和への結集」第２回シン

ポジウムで公表された、緊急声明「邦人誘拐事件に際しての撤兵要

求」に賛同し、違憲で不法なイラク派兵に反対し、可能な限り速や

かに撤兵することを要求します。

　※派兵が撤回されるまでイラク撤兵要求署名として使わせて頂きます。


